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凡例




これは「機械」（昭和六年四月十日　白水社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。























高　架　線








　まもなく高架線となつて橫たはるであらう高い漆喰の平面、——その平面を支へる鐵の角柱の集りが地上に長い洞穴を造つてゐる。夜になると、此の鐵の洞穴は雜鬧した市街の中央に眞暗な線を引き始める。市街をうろつく浮浪人らのいくらかは、風に吹き寄せられた塵埃のやうにいつの間にか此の洞の中へだんだんと溜り込んだ。

　雨が降ると洞の中は滿員になつた。彼らは柱と柱との間に重なつた木材の上へ、濡れた雜巾をぶつけたやうに倒れてゐた。肩を擦り合せて寢てゐる着物が、どちらの着物か分らなかつた。泥足の間から、まだ眠らぬ顏がときどき夜警の足音をききつける。下の木材やコンクリートの高低に從つてうねる襤褸の中から、ここには似合しからぬまるまる肥えた太股の皮膚が、芽のやうに露れてゐた。彼らの誰もは動かうともしなければ話さうともしなかつた。ただ深夜になると、それらの團塊の間に挾まれた新聞紙の乾いた部分が、ぢくぢく濡れた部分に食はれていくだけだつた。




　浮浪人達の中には、此の鐵の洞を根據として動かぬ者が三十人ほども集つてゐた。町の夜警の高助は洞の中から彼らが動かねば動かぬほど助かるのだ。町會は警察へ浮浪人を追へと迫る。追へば彼らが塊つてゐるより危險である。捨ててをけば、町の女や子供の夜遊びも危くなる。そこで町會は紹介所から𢌞されて來た浮浪人の高助を拾ひ上げて來て、夜警にした。——彼は傴僂の老人で步くと今にも羽根の生えさうな恰好である。

　高架線の洞穴を挾んで高助の喘息友達の保市がゐる。保市はやがて取り拂はれるであらう舊線の踏切番だ。二人は年が三つ違ふがどちらもだんだん子供のやうになつて來た。高架線が眼の前で出來上れば保市も浮浪人の中へ落ち込むより仕樣がないのだ。

　高助は洞穴の前を𢌞つて來ると、踏切の保市の箱の中を覗いてみた。鐡葉ブリキ箱の火鉢の上で、凹んだ藥罐の尻が灰の中へ坐つてゐる。保市は靑い旗を持つたまま居眠りの最中だ。

「おい、起きなよ、終列車はまだぢやねえか。」

　貨物驛に集つた眞黑な貨車の中へ、雨に打たれたレールの群が刺つてゐた。

「おい起きてなつて、危ねえよ。」

　保市は眼を醒ますと、いきなり飛び出してウインチを解き出した。

「おい、おい、終列車はまだぢやねえか。」

　すると、保市は暫くぼんやり驛の方を見てゐてから、急にまたウインチを卷き上げた。朦朧自動車が深夜の泥水を跳ね上げながら、鎖の下をかひ潜つて疾走した。一人の立つてゐる足の下では、高架綠と交錯してゐる地下鐵道の作業場が、大きな穴を開けてゐた。

　——高助は拍子木を叩きながら、ガードの鐵の中へ這入つていつた。雨が傴僂の合羽の上で跳ね返る。彼は步きながら、洞穴の中の浮浪人を嚇しつける恰好ばかり考へるのだ。彼は浮浪人達が汚いと云つては怒る。道へ足が出てると云つては怒る。頭に魚の骨がたかつてゐると云つては怒る。とにかく、彼には怒ることだけが此の世の何よりの樂しみになつてゐるのだ。

　しかし、彼の一番恐れたのは夜中にときどき起る喘息の發作であつた。それは長い浮浪生活から成長させた彼の唯一の不動產だ。一度發作が起り出すと、番小屋の床几の上から轉がり落ち、庭の上を這ひ𢌞り、火鉢の藥鑵を蹴倒してもとまらなかつた。それが長く續くと、昔を忍ぶかのやうにときには街路の石に抱きついたまま、朝まで咳き續けることが度度あつた。保市と友達になつたのも實は此の街路の石からだ。




　浮浪人の中には一人若い女が混つてゐた。彼女は男を選ばなかつた。觸つた男が忽ち彼女の餌になつた。一人の老人は髯を垂らして娘と孫とを連れてゐた。胸から肩へ帽子を幾つも連ねたまま、いつも洞穴の口に立つてゐた。マツチの空箱ばかり集めてゐる男、女の化粧道具を小腋にかかへて柄のついた鏡ばかりを覗いてゐる男、炭で地べたに繪ばかり書いて喜ぶ男、乞食の夫婦、必要以上に着物を身につけ、いつも片手に下駄を持つてゐる老人、五分おきにモルヒネ注射をする大工——洞穴の中は、拾つて來た鍋やタオルや殘飯や、男達の延びるに任せた頭髮で掃溜のやうな匂ひがした。しかし、この洞穴の汚さは、町の汚物を集めて來た汚さだ。町の裏通りの不潔さは絕えず彼らに洗はれてゐるのと同樣だつた。それにも拘らず、町にとつて彼らの集つてゐると云ふことが、一層の不潔となつた。町會は高架線を建設した鐡道省に責めつけた。鐵道省は警察に注告した。すると、警察は町を憐れむよりも、此の都會の田蟲のやうな浮浪人を憐れんだ。浮浪人達は、北風が吹けば柱を背にして南を向いた。南の町が雜閙すると、顏をそ向けて北に𢌞つた。彼らは柱を中心に絕えず生活を移動させながら、日日默つて暮してゐた。食物がなくなると、浮浪人の中の若者は魚や香物を町から兩手に持つて來て、老人や子供に分けてくれるのだ。ここでは飢ゑるものは誰もなかつた。働いて食ふものは一番馬鹿な人間だと思つてゐるかのやうに、ただ彼らは動かないだけであつた。朝になつて、近くに見える職業紹介所に竝んだ勞働者の群を眺めてゐても、動き出すものは一人もなかつた。夕暮になつて、靄のかかつた鳥居の下を緋鯉のやうに泳ぎ出す藝者達の群を見てゐても、洞穴の中は靜まつてゐた。しかし彼らは、夜警の傴僂の高助だけは、恐れねばならなかつた。彼は用もないのに出て來ると竹で地べたを叩きながら、呶鳴り立てるのだ。浮浪人は高助を恐れるよりも、高助の連れて來る警官が恐いのだ。




　晝になると、此の靜かな洞穴を中心にして、上と下との世界は最も活動を續け出す。上は高架線の作業場で下は地下線の作業場だ。高架線では、數臺のコンクリート混合機が砂利と砂とセメントを食ひながら、絕えずねばねばしたコンクリートを吐き出した。一輪車のネコトロが樽と樽との山の間を、縱橫に辷つていく。セメント銃が漆喰の窪みを狙つて、コンクリートを吹きつける。杭打ちの煤烟とセメントの粉が、追つ駈け合つて渦を卷く。壓搾機のモーターの爆音と、リベッティングの釘打ちと、投げつけられる鐵材と、——攻め上つて來る音響の中で、起重機の翼が悠悠と𢌞轉する。

　踏切番の保市は踏切の箱の中から、起重機の𢌞る翼を見る度に、ぢりぢり首を斬られるやうな思ひがした。

「いやな奴ぢや、あ奴は魔物ぢや。」

　或る日、保市は高架線を見上げながら高助に云つた。

「お前さん、首になつたら、どこ行きだ。」

「俺ア、首になんぞならねえや。」

「ならねえたつて、お前、あれが出來りや、お前も俺もゐられめえ。」

「ならねえ、ならねえ。」

　龜のやうに傴僂を張ると急に高助は步き出した。が、またくるりと𢌞つて戾つて來ると、

「ならねえぞ。」

「ならねえたつて、考へて見な。線が出來りや、お前も俺もおけらぢやねえか。」

　高助は瘤の下から起重機の羽根を見上げたまま、默り出した。彼は線が出來ればどうして首になるのか、幾ら考へても分らなかつた。

　その夜、彼は一眠りしてから夜警に出た。月が面丁にあたり出すと、ふと、晝間保市に云はれた言葉を思ひ出した。——待てよ、線が出來ると、首になる、と——

　彼はまた急いで踏切りへ出かけていつて、箱の中へ首を突つ込むと云つた。

「おい、首にや、ならねえぞ。」

　箱の中では、保市は丁度喘息の發作が起つて咳き込んでゐるときであつた。高助はぼんやりしたまま長く延びて憟へてゐる保市の咽喉を眺めてゐた。すると、急に自分の息も詰つて來た。

「おツ、こりや」

　と彼は云ふと、箱から顏をひつ込めた。が、迫つて來る保市の咳が背中へ乘り移つて來た。彼は片手で箱の戶を摑んだまま、最初の咳を喰ひ留めようとして伸びたり縮んだりし始めた。彼は周章てて湯呑を探した。と、とうとう引き摺り込まれて彼も一緖に咳き出した。二人は暫くお辭儀の稽古をしてゐるやうに頭を擦り合しては、離れてゐた。ぜいぜい鳴る咽喉の笛が、一方が停ると、また一方が鳴り出した。保市は高助の背中の瘤を抱きかかへた。高助は、突きかかるやうに頭を保市の腹へくつつけた。保市は湯呑に湯を注ぐとぶるぶる憟へながら、高助の口の傍へ持つていつた。

「飮めよ、飮めよ。」

　云つてゐるうちに、波を打ち出した高助の瘤に突き上げられて、湯はこぼれた。高助は保市の胴に抱きついたまま、

「水、水、」と唸り出した。保市はまた湯呑に湯を注ぎかけようとすると、今度は自分がやられて搖れ始めた。彼は橫に羽目板へ頭を擦りつけながら、俯伏せにならうとして、腹の上の高助を蹴りつけた。高助は保市の腹の上から辷り出すと、蹲み込んだまま、椅子の足を抱きかかへた。

　保市は高助の瘤を踏臺のやうに踏みつけながら、椅子の上へ圓くなつた。二人は一つの椅子を中心に下と上とでかはるがはる咳き續けた。ぶくぶく二つの背中が波を打つた。咽喉が伸縮しながら、絞るやうに、鳴り續けた。すると、急に高助は激しく襲つて來た咳に搖られて、立ち上つた。椅子の上の保市の腰が、高助の頭に突き上げられた。保市の身體が、椅子と一緖に床の上に轉がつた。藥罐が火鉢の上で顚覆した。灰が箱の天井を突き拔くやうに、舞ひ上つた。高助と保市はまた同時に灰の中で、咳き出した。二人は箱の入口へもたれかかつたまま背中を互に撫で合つた。しかし、それでも二人の咳はとまらなかつた。二人はいつの間にかまた別別に放れると、地面にへばりついて咳き始めた。

　間もなく、保市は鎖の傍まで這ひ寄つて、ウインチを解き出した。貨物列車が眞黑な塊のまま頭の上を飛びぬけた。暴風あらしのやうな音響が遠ざかるに從ひ、その後から、また保市と高助の喉が、盛り上つて來た。

　二人の發作が停止したのはそれから二十分もしてからだつた。汗に濡れた顏面に灰を浴びたまま、まだかすかに鳴る咽喉の笛を聞いてゐるかのやうに、どちらも首を垂れて默つてゐた。高助はまたこれから夜警に𢌞らねばならぬのだ——

「俺も、もう直きに死ぬだ。」と彼は云ふと、自分の小屋の方へ步き出した。




　高架線が出來上ると浮浪人がゐなくなる。浮浪人がゐなくなれば、高助に用はない。何ぜ用がなくなるのか。此の簡單なことが高助に分つたのは、それから一週間もしてからだつた。彼は町の酒屋の番頭から說明を訊いたのだ。その夜、高助は夜警小屋の中で毛布を被つたまま、算術を考へるやうに考へ出した。すると、だんだん浮浪人に養はれてゐるのは、「俺」だと云ふことになつて來た。彼は毛布の中でいきなり唾を吐き出した。が、無闇に悲しくなると飛び起きて保市の所へ出かけていつた。

　保市は地面にべつたり顏をくつつけながら、板の隙間から地下鐵道の作業場を覗いてゐた。高助は保市の高く尖つた今にも咳き出しさうな桃もも尻じりを見つけると、何も云ふことが出來なくなつた。そのまま保市の傍へ蹲み込むと、彼も一緖に穴の底を覗き出した。穴の中では露出した埋設物の鐵管が、肋骨のやうに絡まり合つてぢいぢい音を立ててゐた。泥水の湧き上つて來る下の方では、黑黑とした古い土の斷面の縞の中で、手足を壞された骸骨の頭が半面を仰向けたまま、靜まつてゐた。

「今日はこれで五つも出た。あれは墓だとさ。」と保市は云つた。

「墓か。」

　墓なら興味がないと云ふやうに高助は立ち上つた、しかし、保市は蹲み込んだまま、

「見ろつてよ、お前、あの墓から小判が十三枚飛び出たさうだよ。」

「小判か。」と云ふと、高助はまた急いで穴の中を覗き込んだ。彼はよく見える板の隙間を取らうとして保市の頭をぐんぐん隅へ押しつけた。二人の口から吐き出す息が湯氣になつて、板の木目の上から跳ね返つて來た。

「小判はねえぢやねえか。」と高助は云つた。

「ねえさお前、今頃ありや、俺だつてとつちまアな。」

　高助は不平さうに立ち上ると、暫く空の起重機の姿を眺めてゐた。

「お前は首にならねえのか。」と突然高助は云ひ出した。

　保市はのろのろ起き上つて膝の塵と拂ひながら、

「しようがねえさ、首にならねえたつて、此の年ぢや、知れてらアな。」

　保市が箱の中へ這入らうとすると、高助はそのまま眞直ぐに自分の小屋の方へ戾つていつた。

　彼は步きながら、雲を呼ぶやうに小屋から放逐される日の幻想ばかりを呼び集めた。彼は通りかかつた町の男を見ると、ひよこりと頭を下げて笑ひかけた。洞穴の前まで來ると、その暗い洞は、いつもと違つて俄に大きく、新しく見え始めた。

　彼は中へ這入つてみた。ぼろぼろに錆びたトタンを立て𢌞した中で、四五人の浮浪人が首を集めて蹲んでゐた。セメントのくつついた古い機械の間で、モルヒネ患者が憟へてゐた。高助は柱に手をつきながら奧の方へ𢌞つてみた。草のやうに茫茫と繁つた頭髮のより集つてゐる中で、魚の骨を舐めてゐる女の兒の唇が、ときどき街路から輝く自動車のヘツドライトに浮き上つた。材木だと思つて乘ると、古下駄の山が崩れ出した。高助は洞穴の中の顏が自分を見上げながら、いつものやうに柔順に警戒してゐる空氣を感じると、愉快になつた。と不意に、彼の足へ、ぶくぶく膨れた腕が卷きついた。

「こりや、放せ、放せ、」と彼は云つた。

　膝へ擦りよせて來る顏が生溫く鰻のやうに昇つて來た。高助は足をあげながら、柱の間で傾くと、身體がだんだん、低くなつた。彼は彼を下へ引き摺り降ろさうとする相手の頭を壓へながらばたばたした。足の間で鞍のやうに盛り上つて來る顏が、しつこく彼の手首を舐め始めた。彼は動きとまると、相手の顏を覗いてみた。が、いつまで待つても射し込まぬヘツドライトにいらいらし出すと、マツチを擦つた。明るくなつた足の下から、眼脂を溜てにたにた笑つてゐる女の顏が、舌を出したまま、延び上つて來た。高助は瘤をぴつたり鐡の柱へくつつけると、肩を縮めた。破れた着物の裾から投げ出された女の足が、垢の擦り落た皮膚の部分を鱗のやうに生白く浮き上らせ、ぢりぢり高助の方へ動いて來た。高助の首は夜警の體面を忘れて女の足と一緖に延び始めたが、指もとまで燃え上つて來たマツチの火に手を燒かれると、彼は狼狽ヘて叫び出した。

「こりや、お倉、放せ、放さんか。」

　高助は足踏みしながら漸く女から放れると、洞穴の入口まで逃げ出て來た。彼はそこで、苦しさうに息を吐き出しながら、更めて洞の奥の方を覗いてみた。

「あ奴は、蛇ぢや、」と暫くしてから彼は云ふと、急ににこにこして小屋の方へ戾つていつた。




　洞の中では、職業紹介所からあぶれて來た老人連が、だんだん多くなつて來た。しかし浮浪人らは仲間が增しても減つても同じであつた。吹き込んで來る煤烟の中で、お洒落は手鏡を持つて笑ひながら終日自分の顏を覗いてゐた。畫家は馬の畫ばかり書いて樂しんだ。モルヒネ注射の大工はふらふらしながら、針で腕を刺しそこねてはひよろけてゐた。その間に挾まつた帽子屋の老人は冷える周圍の漆喰のために、喘息を起し出した。しかし、喘息は帽子屋だけではなかつた。後から混つて來た老人達は殆ど大半が喘息にかかつてゐた。夜中になつて、柱の隅から誰か一人が咳き始める。すると、急にあちらこちらの闇の中から、風のやうに喘息が卷き起つた。一度起ると、老人逹は朝の太陽が昇るまで、下の材木を抱きかかへて咳き續ける。さうして、漸く咳きがとまつた頃になると、職業紹介所の前でひしめき合ふ勞働者の逞しい群が、鐵柱の間から見え始める。昨日あぶれた洞の中の老人達は今日こそと思つて出かけていく。すると、またはぢかれて落とされる。落とされた老人達は作業場の焚火の傍で圓陣を作りながら、ぼんやり若者達の賣れる姿を眺めてゐた。かうしてそこで落ち合つた老人達は仲間となると洞の中へ日日新しく流れて來た。だんだん洞の中は老人で詰まり出した。

　これらの老人達の頭の上では、進行する高架線が一日に六百樽のセメントを、呑み込み出した。五臺のコンクリート混合機が、十臺になつた。巨大な鐡塊の橫腹で絞めつけられるリベットが、終日終夜火を噴いた。その下の店店では、こぼれる火屑で店頭の日覆を燒かれて町會ヘ訴へた。掘り返された道路の惡さのために、商品が賣れなくなつたと云つては、また町會に膨れて來た。しかし、町會では、進行する高架線と地下線の動力を阻止することは、不可能であつた。いつも、町會は鐵道省には負け續けてゐなければならぬのだ。

　或る日、夜警の高助は町會から呼び出されると、突然、そのまま首になつた。理由は高架線の下の浮浪人がますます增加して來たからだと云ふ。高助のごとき老人では、最早彼らを警戒することが出來なくなつた——高助は洞の中で增加して來た老人の群のために、投げ出されたのと同樣であつた。

　それにしても高助にはこれはあまりに意外だつた。高架線が出來れば首にはならう。しかし、今頃突然、彼の小屋から投げ出されやうとは——

　彼は毛布をかかへて外へ出ることだけは、漸く分つた。彼は保市のゐる箱の前へ來た。が、彼を見ると、急に保市の姿が豪く見え出した。彼は保市には默つて箱の前を通り過ぎると、職業紹介所の前へ來た。しかし、そこには馬が一疋、曇り日の下で靜かに首を垂れてゐるだけだつた。高助は暫く、馬の尻から落ちる糞の重なりが、盛り上ると崩れる形の面白さに見惚れながらぼんやり下を向いて立つてゐた。彼の後の方から騷ぐ人聲が聞えて來た。洞の中から出て來た老人の群が、地下鐵道の作業場の上から底を、重なり合つて覗いてゐた。高助もその方へ步いていくと、彼らに混つて下を覗いた。下では高架線を潜り拔ける地下線いつぱいに擴がつて、瓦斯洩れの靑い焰が土の中から燃え上つて來た。

「火事だ。」と不意に高助は云ふと、街の方へ駈け出した。が、また急に立ち停ると、彼は不服さうにのろのろ老人達の間ヘ戾つて來た。

　一人の老人は歸つて來た高助を見て云つた。

「お前、あれは小判だとさ。」

「小判ぢやねえ、火事だよ。」と一人が云つた。

「火事だ、火事だ、」さう云ふ聲の方が小判を包んで、だんだん大きくなつて來た。街路からは群衆が駈けて來た。穴の底では工夫達が土を火の上へぶつつけた。

　高助は人が集まれば集まるほど、首を切られた自分を明瞭に感じ出した。彼はひとり群衆から離れてガードを潜ると、いつのまにかまた自分の小屋の前へ戾つてゐた。彼は障子の破れ目から中を覗いた。中では自分のかけておいた藥鑵が、ひとり湯氣をたてて鳴つてゐた。彼は足音を忍ばせて中へ這入ると柱にかかつた拍子木を一つ叩いた。常とは變つて俄に大きな音を立て出したその拍子木に驚くかのやうに、彼は周章ててそれを柱へかけ直さうとした。すると、その姿勢の中から、彼がいつも夜警を終へてさうするときに思ひ出す女の顏が——洞の中の女の顏が、足が、手が、彼の首に絡まりつき、彼の手首を舐め始めた。——お倉だ。——彼が、あの洞の闇の中へ這入つたときにいつの間にか斬りつけられてゐた傷口から、今頃突然血が噴き流れて來たのである。

　小屋の中から出て來た高助の顏は、全く前とは變つて眉毛を吊り上げながら、生き生きと血をさして笑つてゐた。




　その夜高助は夜が更けると洞の中へ這入つていつた。彼は暫く鐵柱の影に身を潜めたまま、お倉の居所を索つてゐた。密集してゐる柱のために、曲りくねつた鍵型の廊下のやうに見える洞の中では、お倉の姿を一目で探すことは、困難であつた。殊に洞の中のお倉の居所は每夜のやうに變つてゐるのだ。高助は毛布を被つたまま、手探りながら眠つてゐる人人の胸や手足の群れの間を渡り出した。いつものやうに街角から襲ふヘツドライトが、ときどき見覺えのある鍋の緣や古下駄を浮き上がらせては、消えていつた。高く積つた板の上に、寢てゐる瘦せた肋骨があると思ふと、急に足もとで古トタンが音を立てた。びしよびしよ濡れた殘飯を踏みつけると、足の裏へひつついた紙片が、騷ぎながら彼の後から追つて來た。

　高助は先夜彼がお倉に足をとられた所まで這入つて來ると、マツチを擦つた。下では、膏藥をはり𢌞した老婆の背中が、襤樓の中から傷口の肉を爆はじかせて覗いてゐた。その傍に倒れてゐる畫家とお洒落の叢むらがつた髮の中から、鏡の面が光つてゐた。股と股との間を、鼠の背中が流れていつた。それらの鼠は前から高助の移動につれて追はれて來た鼠の群と一つに塊ると、組み合された膝の垣や老人の胸の間を網のやうに擴がりながら辷り出した。高助はマツチを擦りかへながら鼠の後を追ふやうに奧の方へ忍んでいつた。しかし、彼の行くさきざきからは、いくらぐるぐる𢌞つてみてもお倉の姿は見えなかつた。彼は蹲みこむと、その一夜を寢る自分の場所を搜さうとした。すると、遠くの方から、夜警の拍子木の音が聞えて來た。高助は獵犬のやうに、首を立てた。彼は自分と代つたその夜警の顏が見たくなつた。だが、今頃洞の中でひとりごそごそ動いてゐては、夜警に疑はれるに決つてゐた。もし疑はれて呶鳴り出された所を見つかれば、お倉は何と思ふだらう。——しかし、高助はいつの間にか近づいては離れていく拍子木の音に調子を合せながら、自分も頭を動かした。

「うむ、あ奴は、初めてぢやねえ」

　高助は俄に分別くさい顏つきで思案に暮れながら、やがて新しい夜警に飛びつき出すであらうお倉の顏を、考へた。

　——こりや、今夜でなくちや、——お倉の奴はまだ知りやしめえ。

　拍子木の音が消えていくと、高助はまた逆に洞の中を𢌞り始めた。暫くすると、彼はふとモルヒネ患者の顏を見附けて立ち停つた。彼は周章ててマツチを擦り變へた。と、落された鳥の群れのやうに滿ちてゐる襤褸の中から、仰向きかかつた乳房が見えた。お倉だ。——彼は顏を近近とお倉の傍へ擦り寄せた。豐かな乳房の間の窪みの中で、飴色の微細な蟲が行列を作つて動いてゐた。足は開きかかつた裾の垢の中から、毛孔の縮んだこぶらの半面を覗かせ乍ら、重たげに曲つてゐた。高助は毛布を深く被り直して足で女の腰を踏みつけた。女は眼を開けると、また眠つた。彼は女の耳をひつぱつた。女は彼の手を拂ひ除けながら、仰向きになると、急に血の込んだ大きな眼を開いて高助を見詰め出した。高助は女の耳に口をよせると小聲で云つた。

「おい、嫁になれよ、嫁に、毛布をやるぞ。」

　女は蟲をつけた胴のままで、にやにや下から笑ひ出した。高助は、地べたが突然笑ひ出したやうに感じると、そのまま闇の中へ沈み込んだ。——

　しかし、間もなく、高助の喘息の發作が、いつの日よりも激しく襲つて來た、彼は……の上へ額と擦りつけ乍ら、うめき出した。鼻のさきが、放れまいとして喰ひつく嘴のやうに、咳く度にだんだん深く皮膚の中へ喰ひ込んだ。彼の片足は傍のモルヒネ患者の懷の中へ刺さつたまま、腹を蹴つた。手は投げ出された一本の股を絞めつけながら、搖れ始めた。

　高助の周圍では、彼の咳に眼を醒ましてうごき出す者が、多くなつた。モルヒネ患者は彼に蹴られる度に、腰を躍らせて慄へてゐた。それを中心に、その周圍の者らは起き上つたり、坐つたり、動搖めきの波を漸次に次の波に傳へながら、柱を𢌞つて擴がり出した。あちらこちらの老人達の群れの中から、また新しく咳き出す者が、續出した。初めはそれは共通した巨大な器官から噴き出す噴出物であるかのやうに、合唱しながら、一連の咳がとまると、また一連の咳が、舞ひ上つた。と、それらの咳の中心は氣壓のやうに追つ駈け合ひ、絡まり合ひ、だんだん高調に達すると、亂發しながら、崩れ出した。轉がるもの、這ひ出すもの、抱き合ふもの、——ざわめき立つた洞の中では、鍋が飛んだ。草履が柱から柱へ叩きつけられながら、渡つていつた。

　高助は洞の中の騷ぎを感じると、逃げ出さうとして立ち上つた。しかし、柱を放れると忽ち橫たはつてゐる身體に足をとられて、投げ出された。彼は見えない膝と膝との間へ頭をつつ込んだまま、咳き續けた。周圍の足が、彼の身體を突き合ひ出した。骨だらけの足と足との波の中で高助の背中の瘤が浮いたり沈んだりして、のた打つた。彼は頭をシヤベルのやうに床につけると、亂れた足や汚物を掬ひながら、這ひ𢌞つた。殘飯が擦り剝げた顏に、べたべたへばりついた。扁平な乾物になつた鼠の死骸の牙が、彼の頭にひつかかつて來た。しかし、彼はもう息が切れさうであつた。咳き出すものも盡きたかのやうに、腹の皮は痙攣したまま、動かなかつた。彼は古下駄の積み上つた中へ顏をくつつけると、兩手で穴を掘り始めた。しやくり上げる度に、咳に代つて血が咽喉から噴き出て來た。彼は彼自身の血の後を追ふやうに頭をますます深く、掘り下げた下駄の穴の中へ突つ込んだ。と、穴の底から、輝いた海や花や帆船が現れ出すと最後に、巨大な赤貝が天空のやうに浮き出て來た。「南無、南無、南無、」と彼は呟いた。すると、彼の身體はその中へ辷るやうに流れ込むと、彼は下界を足で蹴りつけた。
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